
科目名

学年 1年 通年 必修 単位数 2

分野 授業形式 講義 09G01_20170 単位区別 履修単位

学習目標

進め方

履修要件

1 (2) B2:3

2 (2) B1:3

3 (2)

4 (2) B1:3

5 (2)

6 (2) B1:3

7 (2)

8 (1)

9 (2)

10 (2) B1:3

11 (2)

12 (2) B1:3

13 (2)

14 (2) B1:3

15 (2)

16 (1)

17 (2) B1:3

18 (2)

19 (2)

20 (2) B1:3

21 (2)

22 (2)

23 (2)

24 (1)

25 (2) B1:3

26 (2)

27 (2)

28 (2) B1:3

29 (2)

30 (2)

31 (1)

32 (1)

33 (1)

34

35

評価方法

関連科目

教材

備考

科目番号一般 

Greetings around the world 

学習項目 学習到達目標

年間を通じてコミュニケーションの意欲を育てるオリエンテーション・Greetings

基本文型を理解させる。

Food cultures

Food cultures

鳥越秀知

１．幅広い話題について読んだことを理解し，考えを伝える能力を伸ばすことを目的とする。
２．基礎的な英文法の知識を修得することを目指す。
３．コミュニケーションを図ろうとする態度を育てる。

まず教科書の語彙や熟語定型表現等の学習をする。その後，教科書の音読・読解をし，文法等の説明をする。必要
に応じて文章の暗記・ディクテーション・Q&A等を織り交ぜる。辞書も使い，もっと難しい英文も読む。

特になし

英語Ⅱ 担当教員

履修条件

（時間数）

Haiku: Here, there, and everywhere

Haiku: Here, there, and everywhere

試験範囲のまとめ

前期中間試験

試験の解説・Quill, the guide dog

Quill, the guide dog

Sparky

Sparky

Hippos' secret substance

Hippos' secret substance

前期期末試験

試験範囲のまとめ

The emerald isle

試験範囲のまとめ

後期中間試験

試験の解説・So many countries, so many laws

So many countries, so many laws

So many countries, so many laws

The emerald isle

学習内容

Pay it forward

Pay it forward

試験範囲のまとめ

学年末試験

試験の解説・Matsui Hideki on the world stage

Matsui Hideki on the world stage

Matsui Hideki on the world stage

Pay it forward

The emerald isle

不定詞を理解させる。

分詞を理解させる。

ＳＶＯ＋toを理解させる。

関係代名詞（１）を理解させる。

関係代名詞（２）を理解させる。

助動詞＋受身を理解させる。

関係副詞whereを理解させる。

関係副詞howを理解させる。

関係副詞whyとwhenを理解させる。

『Power On English  I　』東京書籍
『Power On English  I 　Workbook』東京書籍

試験問題の解答

特になし

定期試験８０％，課題・取組態度など２０％ の比率で総合評価する。


